
















































































されたoFAOの資料iProductionYearbook (2005) Jによれば 1990年時点の世界の森林面積(疎





























出典:F AO (2005) ['世界森林資源評価」
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少していることが分かる。また.20∞年の世界の森林面積(疎林を含む)は 36億 7.0∞万haで























国及び地域名 1990-1995 (1，∞Oha/year) 2000-2005 (l，OOOha/year) 
ブラジル -2.681 -3，130 
インドネシア -1.832 一1.832
スー ダン -589 589 
ミャンマー -466 -466 
ザンピア -445 -445 
アフリカ -4，375 4，040 








全体における熱帯林の面積は. 1980年には 3億 1，450万haであったが. 1980 年~.1990 年には，
年平均の森林減少面積は 390万haとなった。また，東南アジア全体の熱帯林の消失面積は，合
計324万haとなっている。これはアジア・太平洋地域全体の消失面積の 83%に相当し，東南ア
ジアこそが熱帯林問題の中心であることが分かる O 以下の京 1-2は. 1980 午.~1990年における
東南アジアと太平洋諸国の熱帯雨林面積の推移を示したものである。
上記より，インドネシアの森林消失面積が年間 121万haと群をぬいて大きいことが分かる。
しかし森林面積が l億 955万haと広大であるので 消失率は1.0%に留まっている。ミャンマー
とマレーシアでは年間約40万haのベースで森林が消失している。前者は焼畑耕作が原因であり.
表1-2:東南アジア・太平洋諸国の熱帯林面積(天然林)
東南アジア 森林面積 1990年 森林ギ 1990年 1980 -90年の年平均森林減少
同手当 而積千ha (%) 而積千ha 率%
バングラデシュ 769 5.9 38 3.9 
フキータン 2.809 59.8 16 0.6 
インド 51.729 17.4 339 0.6 
ネパー ル 5.023 36.7 54 
ノTキスタン 1.855 2.4 77 -3.4 
スリランカ 1.746 27 27 1ー.4
カンボジア 12.163 68.9 131 -1 
ラオス 13.173 57.1 129 0.9 
ミャンマー 28.856 43.9 401 1.3 
タイ 12.735 24.9 515 3.3 
ベトナム 8.312 25.5 137 -1.5 
ブルネイ 458 86.9 2 -0.4 
インドネシア 109.549 60.5 1.212 一l
マレーシア 17.583 53.5 396 -2 
フィリビン 7.831 26.3 316 3.3 
シンガポール 4 6.6 O O 
パプアニュ ギニア 36.000 79.5 113 0.3 
合計 310.597 34.8 3.904 1.2 



































森林面積 森林率 森林面積 森林率 面積 減少率
フィリピン (73) 13，894 46.3 5.700 19.0 8.194 59.0 
インドネシア (71) 121.800 6<1.0 88.500 48.9 33，300 27.3 
マレー シア (70) 23，482 71.2 19.500 59.0 3，982 17.0 













FAOによれば，世界の森林資源量は 2005年時点で， 3，840億ぱと推定されている(図 1-2)。
国別にみるとブヲジル，ロシア，アメリカ，カナダの4カ国で全体の約6割を超えているの世界



































参考 :F AO (2005) I熱帯地域の森林資源の調査 (2005)Jより作成
表 1-4 世界の木材生産量 (単位 :木質パルプは千トン， その他は干 m3)
丸太 産業用材 薪炭用材 製材 合板 合計(千 m3) 比率 (%)
707，867 70.293 637，574 8.831 2，805 1，427，370 18.9 
482，662 196，806 285，856 44，567 15，911 1.025.802 13.6 
997，034 243.364 753，670 88，928 16，965 2.199，961 29.1 
2.187.563 510.463 1.677.100 142，326 135，681 4，653.133 61.5 
535.758 489.249 46，509 114，417 48，003 1.233，936 16.3 
657，066 504，598 152，468 137，909 79.125 1.531.166 20.2 
68.259 52.378 15.881 9，602 3，841 149，961 2.0 
1.261.083 1.046，225 214.858 261.928 130，969 2，915，063 38.5 
3，448，645 1.556，687 1.891.958 404，254 266.651 7.568.195 100.0 













地域 丸太 産業用材 薪炭用材 製材 合板 合計(千m3) 比率(%) 木質パルプ (千トン)
アフ リカ 3，421 3，414 7 1.281 574 8，697 2.0 955 
中南米 4，631 4，623 8 6.522 5.943 21.727 5.0 12，085 
アジア 7，986 7，960 26 5.135 24.973 46，080 10.6 3，206 
途上国計 16，038 15，997 41 12，938 31.490 76，504 17.6 16，246 
北米 13，371 13，038 333 27，921 10，393 65，056 14.9 16.671 
ヨー ロッノf 80.333 75.959 4，374 68.835 38.200 267，701 61.4 15.194 
オセアニア 11.497 11.495 2 2.285 1.356 26.635 6.1 801 
先進国言↑ 105，201 100，492 4，709 99，041 49，949 359，392 82，4 32，666 




地域 丸太 産業用材 薪炭用材 製材 合板 合計(千 m3) 比率(%) 木質パルプ(千トン)
アフリカ 761 754 7 4.675 962 7.159 1.7 478 
中南米 454 450 4 4.634 2.604 8.146 1.9 2.431 
アジア 55.375 55.225 150 24.759 19.038 154.547 37.0 18.768 
途上国計 56.590 56.429 161 34.068 22.604 169.852 40.6 21.677 
北米 6.292 6.040 252 23.979 12.907 49.470 11.8 6.008 
ヨー ロツノf 58.967 55.604 3.363 44.169 35.212 197.315 47.2 18.940 
オセアニア 19 17 2 711 649 1.398 0.3 383 
先進国計 65.278 61.661 3.617 68.859 48.768 248.183 59.4 25.331 
世界計 121.868 118.090 3.778 102.910 71.373 418.019 100.0 47.008 






































1986年 1991年 1996年 2∞l年 2004年 2008年
アフリカ 137.0 150.5 206.7 210.6 282.0 1，364.1 
東アジア 370.5 662.5 1.051.7 879.0 1，196.1 1.573.0 
欧州 562.5 似4.1 999.2 858.7 1，104.6 4，789.2 
北米 296.6 341.8 475.8 571.1 753.1 1.082.4 
大洋州 21.6 32.1 50.0 48.5 73.6 112.6 
南米 53.1 6.3 153.1 115.5 133.3 333.0 
その他 374.7 453.8 490.1 524.5 681.5 1.794.0 
合計 1，816.0 2，351.1 3，426.7 3，208.1 4.224.3 11.048.3 
農産物輸出額
1986年 1991年 1996年 2∞l年 2∞4年 2008年
アフリカ 125.6 113.9 164.3 133.9 200.1 323.7 
東アジア 241.0 371.4 557.7 449.2 660.0 417.1 
欧州 347.3 475.0 765.9 667.1 886.5 4.650.2 
北米 345.8 542.5 809.6 739.8 845.0 1.552.5 
大洋州 119.7 157.5 235.2 227.5 316.4 783.7 
南米 188.2 220.9 352.5 376.0 578.2 1，19.3 
その他 246.7 253.3 351.3 344.1 431.3 1.672.6 
合計 1.614.4 2，134.5 3，236.4 2.937.5 3.917.5 10.599.1 
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そLて1994年4月には，貿易と環境に関する閣僚決定 (MinisterialDecision on Trade and 



















































































2001年から 2005年までを期間とする「第 10次5カ年計両Jでは 8.3881)意見を記録し，結果とし
て，環境産業の発展を大きく推進することとなった。しかしながら 急激な経済成長の負の影響
として，環境汚染や自然破壊の発牛頻度がさらに高まるごととなった。特に.大気汚染問題は依








2000年 2005年 変化率 2005年 変化事|
実績 門様、 H標 実績僚 実績
-酸化統黄 (502)排出量 1.995 1.796 -10.0% 2.549 27.8% 
総量規制
煙塵排出量 1，165 1.060 -9.0% 1.183 1.5% I 
化学的障を素要求景 (COO)
1，445 1.300 -10目0% 1.414 -2.1% 
排出量
二酸化硫黄 (502)排出量 1.612.5 1.450 10.1 % 2，168 34.5% I 
工業汚染防止 煙塵排出量 953.3 850 -10.8% 949 0.5% I 
粉塵排出最 1.092 900 17時% 911 -16.6% 

























条約第 15回締結国会議)を控え，それに先立つ 11月に，初めて CO2の削減に係る目標数値，



























政府は，先進国政府，民間企業から，また世界銀行やアジア開発銀行 (ADB: Asian Develop-
ment Bank)から資金援助・外資導入を図り，技術協力を呼びかけた。日本政府は.1979年以降，



























年度 円借款(環境案件の割合) 無償資金協力(同) 技術協力(同) I 
2000年度 2.143.9 (68.2%) 47.80 (1.2%) 81.97 (26.2%) 
2001年度 1.613.66 (54.3%) 63.3 (32.9%) 7.7 (35.7%) 
2002年度 1.212.l4 (72.6%) 67.87 (5l.8%) 62.37 (34.3%) 
2003年度 966.92 (25.6%) 5l.50 (83.1 %) 6l.80 (34.4%) 
2001年度 858.75 (94.l %) 41.10 (13.2%) 59.23 (40.8%) 




名称 設備容量(万kW) 採用した脱硫法 運転状況 技術導入相手先国
四川白馬発電所 2.5相当 口ータリースプレー式乾燥法 1991年運開 国産技術
重慶埼玉費発電所 l期 36 x 2 i昼式1:i灰一石嘗法 1993年連防 H本
山東黄島発電所 10相当 ロータリースプレー式乾燥法 1994年運開 円本
山西太原第一発電所 20相当 簡易湿式イ1阪 D膏法 1996年連開 U本
四川成都熱電所 10相当 電了ビーム法 1997年連関 日本
深草1西部発電所 30 海水脱硫法 1999年連関 ノルウェー
南京下関発電所 12.5 x 2 炉内カルシウム噴霧法 1999年運開 フィンランド
重慶洛蹟発電所2期 36 x 2 湿式石灰一石膏法 1999年運開 日本
重慶発電所 20 x 2 湿式石灰石膏法 2000年運開 ドイツ
i折t工半山発電所 12.5 x 2 湿式石灰ー石膏法 2000年連関 ドイツ
北京第一熱電所 10 x 2 j履式石}火一石禽法 2000年運開 ドイツ
































































































http://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/hakusyo/20hakusho/pdfl Z_ 4-l.pdf 




http://www.ritsumei目前，jp/acd/ cg/ir / college/bulletin/voIl3-2/tyou.pdf 
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